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【単元 1】第 1章 生物の観察と分類のしかた （教科書 P.13～26） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら，生物の観察と分類のしかたについて理解する

とともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な生物についての観察，実験などを通して，いろいろな生物の共通点や相違点を見いだすと

ともに，生物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・生物の観察と分類のしかたに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態

度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ること

ができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら，生物の観察

と分類のしかたについての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

生物の観察と分類のしかたに

ついての観察，実験などを通

して，いろいろな生物の共通

点や相違点を見いだすととも

に，生物を分類するための観

点や基準を見いだして表現し

ているなど，科学的に探究し

ている。 

生物の観察と分類のしかたに関

する事物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

・P.13 のイラストから，身近なところにも自然の中にもたくさん

の生物がいることに気づく。 

第 1 節 身近な生物の観察 

・「レッツ スタート！」身近な環境にはどのような生物がいる

か，どこをどのように観察するとよいかを話し合う。 

・「？課題」生物を観察するとき，どのような特徴に注目して，

どのような方法で観察すればよいだろうか。 

13～16 思 〇 

身近なところや自然のなかにた

くさんの生物がいることに気づ

き，たくさんの生物はどのよう

に分類できるか自分の考えをも

っている。 

［発言分析・記述分析］ 

身近なところや自然のなかに

たくさんの生物がいることに

気づき，たくさんの生物はど

のように分類できるかについ

て自分の考えを表現してい

る。 

個人で考えたことを発表させ，

たくさんの生物はどのように分

類できるか，ほかの生徒の気づ

いたことや疑問点の発表を聞く

よう助言・指導する。その後，

問いかけを再度考えることで，

自分の考えを記述することがで

きるよう助言・指導する。 

2 

【観察 1】身近な生物の観察 

・観察 1 を行い，観察する場所の地図とルーペを持って，グルー

プごとに野外観察に出かけ，アブラナやタンポポなどさまざま

な生物をさがす。 

・「基礎操作」ルーペの使い方を確認する。 

・観察の視点（色，大きさ，形，場所など）を考えながら，生物

や，生物を発見した場所の環境を記録する。 

17 知 〇 

ルーペを正しく使いながら，野

外での生物観察を行い，いくつ

かの観察の視点を考えながら，

生物や，生物を発見した場所の

環境を記録している。 

［行動観察・記述分析］ 

ルーペを正しく使うことがで

き，色，大きさ，形，場所，

などの複数の観察の視点を考

えながら，生物や，生物を発

見した場所の環境について適

切に記録している。 

生物の色，大きさ，形，生物を

発見した場所の環境について，

観察の視点をいくつか提示す

る。その後，再度観察にとり組

ませ，いくつかの視点を記入用

紙に記録することができるよう

助言・指導する。 

3 

・「基礎操作」スケッチのしかたを確認する。 

・「基礎操作」双眼実体顕微鏡の使い方を確認する。見つけた生

物を理科室にもち帰り，さらに観察する。 

・観察した生物のスケッチを行い，P.20 図 1「生物カードの例」

を参考にして生物カードを作成する。 18～20 思 〇 

双眼実体顕微鏡を正しく使いな

がら，見つけた生物をくわしく

観察してスケッチを行い，生物

カードを作成して観察結果を記

録している。 

［行動観察・記述分析］ 

双眼実体顕微鏡を正しく使う

ことができ，見つけた生物に

ついて，「生物カードの例」

を参考にして，スケッチや文

章で正しく記録している。 

「基礎操作」の双眼実体顕微鏡

の使い方とスケッチのしかたを

確認するよう助言・指導する。

また，ほかの生徒の生物カード

作成例を参考にさせ，ほかの生

徒の考えを共有することで，正

しく観察と記録ができるよう助

言・指導する。 



2 

 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

・P.5「発表のしかた」の説明を聞き，理解する。 

・「探究をふり返ろう」完成した生物カードの記録をもとに，ま

とめた内容を発表し合い，さらに生物カードに追加したいこと

を考える。 

・ほかの班の発表結果から，校舎の周辺には多様な生物がいるこ

とや，生物の特徴を見るときには多様な視点があることに気づ

く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確

認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

「1 〇〇で見られる生物さがし」 

・学校以外の鮮魚店や青果店，スーパーマーケットなどで生物を

さがし，観察して記録する。 

・各班でさまざまな視点をもち，生物の特徴を見つけ，観察カー

ドに記録する。（黄色い生物さがし，水中の生物さがし，食べ

物の生物さがし，青果店の生物さがしなど） 

・生物を双眼実体顕微鏡で観察し，スケッチをする。 

「2 水中の小さな生物さがし」 

・池や理科室の水槽の水から，観察する試料を集める。 

・プレパラートをつくる。 

・P.18「基礎操作」で顕微鏡の使い方を確認し，顕微鏡でプレパ

ラートを観察し，発見した水中の小さな生物をスケッチした

り，特徴を記録したりする。 

20～21 

知  

これまでに学習した生物の観察

のしかたを理解し，双眼実体顕

微鏡や顕微鏡を正しく使用して

いる。 

［行動観察・記述分析］ 

校舎の周辺には多様な生物が

いることや，生物の特徴を見

るときには多様な視点がある

ことを理解し，双眼実体顕微

鏡や顕微鏡を正しく使用して

いる。 

これまでに学習した生物の観察

のしかたを確認するよう助言・

指導する。 

態 〇 

生物をさがして記録する活動に

ねばり強くとり組み，進んでか

かわろうとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

新たに生物を観察して生物カ

ードを作成したり，生物カー

ドに追加で記入したりしてい

る。 

何を観察していいかわからない

場合や，カードに記入すること

がわからない場合は，ほかの生

徒の生物カード作成例を参考に

させ，ほかの生徒の考えを共有

することで，適切に生物の観察

と記録ができるよう助言・指導

する。 

5 

第 2 節 生物の特徴と分類 

・「レッツ スタート！」これまでに作成した生物カードを並べ，

似た特徴をもつものでグループをつくる。 

・P.22 図 1 食器の分類の例を見ながら，分類について理解する。 

・「？課題」生物を分類するとき，どのような特徴に注目して分

類することができるだろうか。 

【実習 1 さまざまな生物の分類】 

・実習 1 を行い，生物カードのさまざまな生物を，話し合いなが

ら分類する。 

・分類する際に，生物を分ける基準として，生物の特徴の共通点

や相違点を考える。 

・分類した結果を，チャート図やベン図などに表現する。 

・ほかの特徴を用いて，別の分類のしかたができるか考える。 

22～23 思 〇 

生物を分類する基準となるよう

な生物の特徴の共通点や相違点

を考え，ある基準をもとにし

て，生物カードの生物を分類

し，分類した結果を，チャート

図やベン図などに表現してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

生物の特徴の共通点や相違点

を基準にして生物カードにあ

るさまざまな生物を分類し，

分類した結果を，チャート図

やベン図などに適切に表現し

ている。 

これまでの学習をふり返り，分

類の基準となるような生物の特

徴の共通点や相違点に注目でき

るように助言する。また，ほか

の生徒の分類した結果を参考に

して，別の基準で分類するよう

うながし，生物カードを分類で

きるように助言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

6 

・分類した結果と，何を基準にしてグループ分けしたのか発表す

る。 

・ほかの班の分類の結果を聞き，生物のさまざまな特徴が基準に

なることを理解する。 

・「考察しよう」実習でつくったグループをさらに分類できるか

考える。 

・特徴の中に，分類する基準がいくつかあることを理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確

認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認し，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えをノ

ートに記述し，話し合う。 

24～26 態  

分類結果をもとに，生物のさま

ざまな特徴が基準になること

や，特徴の中に分類する基準が

いくつかあることを見いだし，

ほかの生徒と協力しながら，ね

ばり強く課題を解決しようとし

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

分類した結果や基準について

自分の考えを説明できるとと

もに，分類した結果にさらに

ほかの生物を加えて分類する

活動にねばり強くとり組もう

としている。 

生物のさまざまな特徴が基準に

なることや，特徴の中に分類す

るための基準がいくつかあるこ

とを確認するよう助言・指導す

る。ほかの生徒が分類した結果

を見ながら，再度活動を行わせ

ることで，生物をさらに分類す

ることができるよう助言・指導

する。 
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【単元 1】第 2章 植物の分類  （教科書 P.27～44） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら，植物のからだの共通点と相違点を理解すると

ともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な植物についての観察，実験などを通して，いろいろな植物の共通点や相違点を見いだすと

ともに，植物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・植物のからだの共通点と相違点に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとす

る態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見る

ことができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら，植物のから

だの共通点と相違点についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

植物のからだの共通点と相違

点についての観察，実験など

を通して，いろいろな植物の

共通点や相違点を見いだすと

ともに，植物を分類するため

の観点や基準を見いだして表

現しているなど，科学的に探

究している。 

植物のからだの共通点と相違点

に関する事物・現象に進んでか

かわり， 見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもと

に自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 身近な植物の分類 

・「レッツ スタート！」生花店と青果店で売られている植物の

ちがいを，イラストを見ながら考え，話し合う。 

・「？課題」植物を分類するときには，どのような共通点や相

違点に注目すればよいだろうか。 

・実際の植物，第1章で作成した植物の観察カード，教科書の

図版などでいろいろな植物を見て，植物を分類する。花の

色や形，大きさ，花がさくか，食用か，花がさいた後に実

をつくるかなどに注目する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

27～29 思  

いろいろな植物を分類する基準

となる特徴を資料から見いだ

し，植物を分ける基準となる特

徴をもとに植物を分類してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

色や形，大きさ，花がさくか

などのいくつかの植物を分類

する基準となる特徴を見いだ

し，その基準を用いて植物を

適切に分類している。 

いろいろな植物を分類する基準

となる特徴をいくつか提示した

り，ほかの生徒の発表を聞かせ

たりし，生徒自身でその基準を

用いて分類することができるよ

う助言・指導する。 

2 

第 2 節 果実をつくる花のつくり 

・「レッツ スタート！」花は，さいた後どのようになるのかを

考え，話し合う。 

・花はさいた後，実をつけることを思い出す。 

・「？課題」実や種子は，花のどのつくりと関係しているのだ

ろうか。 

・「調べ方を考えよう」花のどこに注目して観察すると，実や

種子になる部分がわかるか考える。 

30 思  

これまでに観察した花がどのよ

うに変化したのかをふまえ，実

や種子が，花のどのつくりと関

係しているかを知るための観察

方法について考え，表現してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

実や種子が，花のどのつくり

と関係しているかを知るため

の観察方法について，ほかの

生徒と意見を出し合い，適切

に調べる方法を考え，表現し

ている。 

花のどの部分が実や種子になる

かを予想させ，それを知るため

には植物のどこをどのように観

察すればよいのか考えるよう助

言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

【観察 2】実や種子をつくる花のつくりと変化 

・観察2を行い，カラスノエンドウ，ツツジ，フジ，アブラナ

などの花を観察した後，外側から順に花を分解して整理

し，めしべのふくらみをルーペや双眼実体顕微鏡で観察す

る。 

・実をつくるほかの花のつくりと比較し，いろいろな植物の

花について実や種子とめしべとの関連を考える。 

・「基礎操作」レポートの書き方を確認し，レポートを作成す

る。 

31～32 思 〇 

ルーペや双眼実体顕微鏡を正し

く使いながら，花のつくりを観

察することを通して，いろいろ

な植物の花における実や種子と

めしべとの関連について，レポ

ートに表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

花をがく，花弁，おしべ，め

しべの順に適切に分解し，い

ろいろな植物の花における実

や種子とめしべとの関連につ

いて，スケッチと文章で適切

にレポートに表現している。 

花のつくりを確認しながら，適

切に分解して整理した例を見

せ，花のつくりとめしべとの関

係を適切に観察できるよう助

言・指導する。 

4 

・各自のレポートをもとに，被子植物の花のつくりの共通点

や相違点を発表する。 

・めしべのふくらみを「子房」，子房の中の小さな粒を「胚

珠」といい，子房が成長して果実になり，胚珠が成長して

種子になること，種子をつくる植物を「種子植物」とよぶ

ことを理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確認する。 

33 知  

花の観察結果をもとに，子房が

成長して果実になり，胚珠が成

長して種子になることを見いだ

し，種子植物について理解して

いる。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

花の観察結果をもとに，子房

が成長して果実になり，胚珠

が成長して種子になることを

見いだし，種子植物について

正しく理解している。 

被子植物では，子房が成長して

果実になり，胚珠が成長して種

子になることをP.33図3，図4な

どで確認し，花のつくりを理解

することができるよう助言・指

導する。 

5 

第 3 節 裸子植物と被子植物 

・「レッツ スタート！」マツの花を, アブラナやフジの花と比

べてどのような特徴があるか考える。 

・「？課題」果実をつくらない植物には，果実をつくる植物と

比べると，どのような特徴があるだろうか。 

・「調べよう」マツの花のつくりを調べる。 

・種子をつくるが子房がない植物を「裸子植物」ということ

を理解する。 

・被子植物について理解する。 

・教科書の図や写真，これまでの観察記録を見ながら，被子

植物，裸子植物の共通点と相違点を考えて話し合い，発表

する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確認する。 

34～35 知 〇 

種子植物には被子植物と裸子植

物があることを理解し，これま

で観察した被子植物と裸子植物

の共通点や相違点について考察

したことを表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

種子をつくるが子房がない植

物のことを裸子植物とよぶこ

とと，これまで観察した被子

植物と，マツのような裸子植

物の種子をつくるという共通

点や，裸子植物には子房がな

いというような相違点につい

てまとめ，適切に文章で表現

している。 

マツの雌花と雄花のつくりか

ら，胚珠とやくはあるが子房が

ないことを確認したうえで，こ

れまで観察した被子植物に見ら

れる特徴と裸子植物の特徴の共

通点や相違点について理解する

ことができるよう助言・指導す

る。 

6 

・花がさいていない時期に種子植物を分類できるか，基準を

考えてみる。葉のつき方，葉脈，葉の大きさ，葉の形，根

の形などに注目する。 

・「調べよう」いろいろな種子植物の葉を観察し，共通点や相

違点を見つける。いくつかの植物の葉の特徴から，分類の

基準を考える。 

・葉脈が平行か，網目状かで，被子植物がさらに分類できる

ことを見いだす。 

・平行脈の植物はひげ根，網状脈の植物は主根と側根をもつ

ことを見いだす。平行脈の植物は子葉が単子葉，網状脈の

植物は双子葉であることから，単子葉類と双子葉類に分け

られることを知る。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

35～37 思 ○ 

いろいろな葉の共通点と相違点

を考え，葉脈で2つのグループ

に分類できることを見いだし，

葉脈と根の形状，子葉のようす

とを関連づけて考え，双子葉類

と単子葉類の特徴を見いだして

表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

いろいろな葉の共通点と相違

点を考え，葉脈について平行

か網目状かを見いだし，葉脈

と根の形状，芽生えのようす

とを関連づけて，単子葉類と

双子葉類の特徴を見いだして

適切に表現している。 

P.36図1で植物の葉脈，P.37表1

の葉脈と子葉・根などの形状を

確認させ，単子葉類と双子葉類

の特徴を適切にまとめることが

できるよう助言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

7 

第 4 節 花をさかせず種子をつくらない植物 

・「レッツ スタート！」花と種子をつくらない植物はどのよう

に子孫を残すか考える。 

・「？課題」種子をつくらない植物のからだのつくりとふえ方

には，どのような特徴があるだろうか。 

・「予想しよう」花をさかせない植物と種子植物の共通点と相

違点について写真を見ながら予想する。 

・P.39図 2，図 3を見て，シダ植物のからだのつくりとふえ方

を理解する。 

【観察 3】シダ植物のからだのつくり 

・観察 3 を行い，双眼実体顕微鏡で，シダ植物を観察する。 

・シダ植物のからだのつくりを種子植物のからだのつくりと

比較して，共通点や相違点をまとめる。 

38～39 知 〇 

シダ植物を観察した結果から，

シダ植物のからだのつくりとふ

え方の特徴について理解し，こ

れまで観察した種子植物との共

通点や相違点について考察した

ことを表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

シダ植物は葉・茎・根の区別

があることや，胞子でふえる

ことについて理解し，これま

でに観察した種子植物との共

通点や相違点について考えた

ことを，適切にスケッチや文

章で表現している。 

P.39でシダ植物のからだのつく

りとふえ方を確認したうえで，

これまでに観察した種子植物と

シダ植物の共通点や相違点につ

いて理解することができるよう

助言・指導する。 

8 

・観察結果をもとに，種子植物とシダ植物の共通点と相違点

を発表する。 

・コケ植物の特徴を理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

39～41 知  

観察結果をもとに，シダ植物と

種子植物の共通点と相違点につ

いて説明し，さらにコケ植物の

特徴も理解したうえで，種子を

つくらない植物の特徴について

考察したことを表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

シダ植物と種子植物の共通点

と相違点について説明してい

る。また，コケ植物の特徴に

ついても理解し，種子植物や

シダ植物との共通点や相違点

について，考察したことを適

切に表現している。 

シダ植物と種子植物の共通点と

相違点を確認するよう助言・指

導する。また，コケ植物も種子

をつくらない植物であるが，シ

ダ植物と異なり，根・茎・葉の

区別がないということを理解で

きるよう助言・指導する。 

9 

第 5 節 さまざまな植物の分類 

・「レッツ スタート！」多くの植物を分類するにはどうすれば

よいか考え，話し合う。 

・「？課題」植物を分類するときに注目する特徴を図や表にま

とめてみよう。 

・これまで学習した植物のふえ方，子房の有無，葉のちがい

によって5つの植物を分類し，表やチャート図やベン図など

をかく。 

・分類した結果やかいた図表を発表し合う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，

確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考え

を記述し，話し合う。 

42～44 態 〇 

多くの植物を分類する活動に進

んでとり組み，これまで学習し

てきた植物の特徴をふり返り，

ほかの生徒と協力して考えをた

がいに伝え合ったり表や図を作

成したりしながら，ねばり強く

課題を解決しようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

これまでに学習した植物のふ

え方，子房の有無，葉のちが

いによって5つの植物を分類

し，表やチャート図やベン図

などをかくことができる。ま

た，これまでに出てきていな

い植物を分類する活動にねば

り強くとり組むもうとしてい

る。 

これまでに学習した植物のふえ

方，子房の有無，葉のちがいな

どが，植物の分類の基準になる

ことを確認し，ほかの生徒の分

類結果を見て再度活動を行うよ

う助言・指導する。 
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【単元 1】第 3章 動物の分類 （教科書 P.45～63） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら，動物のからだの共通点と相違点を理解すると

ともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な動物についての観察，実験などを通して，いろいろな動物の共通点や相違点を見いだすと

ともに，動物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・動物のからだの共通点と相違点に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとす

る態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見る

ことができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら，動物のから

だの共通点と相違点についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

動物のからだの共通点と相違

点についての観察，実験など

を通して，いろいろな動物の

共通点や相違点を見いだすと

ともに，動物を分類するため

の観点や基準を見いだして表

現しているなど，科学的に探

究している。 

動物のからだの共通点と相違点

に関する事物・現象に進んでか

かわり， 見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」生活経験などをもとに自分の考えを記述し，

発表する。 

第 1 節 動物の分類 

・「レッツ スタート！」身近な場所にいるさまざまな動物の共通点

について考え，話し合う。 

・「？課題」動物を分けるとき，どのような共通点と相違点に注目

するとよいだろうか。 

・「発表しよう」動物のからだのつくりのどのような特徴に注目す

るか話し合って発表する。 

45～46 思 〇 

動物はどのような点で分類でき

るかということをからだのつく

りに注目して考え，より妥当な

考えをつくり出して表現してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

身近な動物や教科書の写真の

動物について，具体的な共通

点や相違点をあげて，グルー

プ分けをしている。 

2種類程度の具体的な動物にし

ぼり，それぞれを比較して気づ

いた共通点や相違点をかき出さ

せて，どのような特徴があるの

かを生徒が認識できるよう助

言・指導する。 

2 

【観察 4】動物のからだのつくり 

・観察 4を行い，カタクチイワシやシバエビのからだのつくりを調

べる。 

・動物のからだの共通点や相違点を見つける。 
47 知 〇 

ピンセットやルーペなどを正し

く使い，カタクチイワシやシバ

エビのからだのつくりを観察し

て，その特徴を適切に記録して

いる。 

［行動観察・記述分析］ 

ピンセットやルーペなどを正

しく使い，外部形態の相違点

だけでなく，内部を観察し

て，セキツイの有無という相

違点や，消化管という共通点

を適切に記録している。 

観察結果のスケッチに，相違点

や共通点を具体的に記入するよ

う支援する。特にセキツイの有

無に着目するよう助言・指導す

る。 

3 

・動物は背骨の有無でセキツイ動物と無セキツイ動物に分けられ

ることを理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

48～49 知  

すべての動物がセキツイ動物か

無セキツイ動物かに分類できる

ことを理解し，第1章で観察し

た動物も正しくどちらかに分類

している。 

［発言分析・行動観察］ 

セキツイ（背骨）の有無とい

う特徴から，さまざまな動物

をセキツイ動物か無セキツイ

動物に適切に分類している。 

教科書P.48〜49図2，図3のよう

な内部の状態がわかる資料を提

示し，背骨の有無を確認するよ

う助言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

第 2 節 セキツイ動物 

・「レッツ スタート！」カードにかかれているセキツイ動物を 2 つ

のグループに分類する。何通りの分け方ができるか話し合い，

発表する。 

・「？課題」セキツイ動物はどのようなグループに分類できるだろ

うか。 

・セキツイ動物の中で，共通点や相違点を見いだす。 

50～52 思  

セキツイ動物がどのようにグル

ープ分けできるかを考え，より

妥当な考えをつくり出して表現

している。 

［発言分析・行動観察］ 

からだのつくりのほかに，生

活場所や子の生まれ方などの

ちがいに着目し，セキツイ動

物をいくつかのグループに分

類している。 

カードにある動物について，食

べているものや子どものころの

姿など，知っていることをあげ

させながら，分類できるように

助言・指導する。 

5 

・セキツイ動物がさらに 5つのグループに分けることができること

を理解する。 

・5 つのグループの共通点や相違点について理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 
52～53 思  

セキツイ動物がいくつかの特徴

から5つのグループに分けられ

ることを理解し，具体的にさま

ざまなセキツイ動物をそのグル

ープに分類している。 

［発言分析・行動観察］ 

セキツイ動物内の5つのそれぞ

れのグループの特徴について

理解し，さまざまなセキツイ

動物を適切に分類している。 

その動物の姿だけでなく，実際

に生活しているようすや子ども

のころのようすなどの資料を提

示し，それぞれがどのような特

徴をもっているかを確認させ，

分類できるよう助言・指導す

る。 

6 

第 3 節 無セキツイ動物 

・「レッツ スタート！」無セキツイ動物がどのように分けられるの

か話し合い，発表する。 

・「？課題」無セキツイ動物は，からだにどのような特徴があり，

どのように分類できるだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」これまでに学んだことをもと

に，どのようなグループ分けができるのか考える。 

【観察 5】無セキツイ動物のからだのつくり 

・観察 5を行い，イカ（軟体動物）やカニ（甲殻類）などのからだ

を外部から調べ，特徴を見つける。 

・観察した動物のからだのつくりや動き方について共通点や相違

点を見つける。 

54～55 知 〇 

器具を適切に使用して無セキツ

イ動物の観察を行い，その特徴

を記録している。無セキツイ動

物がどのようにグループ分けで

きるかを考え，より妥当な考え

をつくり出して表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

器具を適切に使用して無セキ

ツイ動物の観察を行い，無セ

キツイ動物の資料や実際の観

察を通して，無セキツイ動物

の中でのからだのつくりの相

違点や共通点を見いだしてい

る。 

観察結果のスケッチに，相違点

や共通点を具体的に記入するよ

う助言する。さらに，実際に生

活しているようすなどを，イン

ターネットなどを利用して調べ

させ，わかったことを記入する

よう助言・指導する。 

7 

・無セキツイ動物のなかの主なグループ（軟体動物，節足動物）

のそれぞれの特徴を理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 56～57 態  

無セキツイ動物がいくつかの特

徴からさらにグループに分けら

れることを理解し，具体的にさ

まざまな無セキツイ動物をその

適切なグループに自ら進んで分

類している。 

［発言分析・行動観察］ 

無セキツイ動物の軟体動物，

節足動物，その他のグループ

の特徴について理解し，さま

ざまな無セキツイ動物を，そ

の3つのグループのどこかに適

切に分類している。 

それぞれのグループに属する無

セキツイ動物を具体的に数種類

示し，グループ内での共通点を

確認するよう助言・指導する。 



9 

 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

8 

第 4 節 動物の分類表の作成 

・「レッツ スタート！」作成した生物カードをもとに，動物分類ゲ

ームを行う。 

・「？課題」どのような表や図をつくると，動物を適切に分類でき

るだろうか。 

・動物の分類表を作成し，発表する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

58～59 態 〇 

これまで学習した動物の特徴を

どの順番で確認すれば，適切に

動物を分類できるかを理解し，

さまざまな動物を適切に自ら進

んで分類している。 

［発言分析・行動観察］ 

分類の基準について，多くの

動物に当てはまるものからそ

うでないものへと，順序だて

て分類する考え方を理解して

おり，その考え方をもとに分

類表を作成している。また，

これまでに教科書に出てきて

いない動物をあげ，分類表を

活用して，分類している。 

実際の動物分類ゲームの結果を

記録しておき，周囲とそれを共

有させながら，どの順番で確認

すればよいかを考えるよう助

言・指導する。 

 

9 

・「つながる科学」分類学の父リンネについて学ぶ。 

・「つながる科学」ライオンやシマウマの目のつき方について相違

点を知る。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

・P.62 の特設ページを読み，「学びをいかして考えよう」について

考える。 

・P.63 の特設ページを読み，野外観察をするときの注意点やテー

マについて理解する。 

・P.63 の「学びをいかして考えよう」について考える。 

60～63 態 〇 

動物のグループ分けについてこ

れまで学習してきたことをもと

に，さまざまな動物を適切に分

類している。また，自分の生活

の中にどのような生物がかかわ

っているかを考えたり，野外の

生物を実際に観察する計画を立

てたりしながら，ほかの生徒と

協力してたがいに話し合い，ね

ばり強く課題を解決しようとし

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

自分自身の生活において，具

体的にどのような生物がかか

わっているかを理解し，それ

らを観察するための計画や，

それらの生物がどのように分

類されるのかということを考

えることができる。 

前日の食事内容や，学校までの

通学路など，具体的に生徒自身

の経験を思い出させ，その中で

かかわっている生物に気づくよ

うに助言・指導する。 
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【単元 2】第 1章 身のまわりの物質とその性質 （教科書 P.75～92） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・身のまわりの物質をさまざまな方法で調べる実験を通して，物質には密度や加熱したときの変化

など固有の性質と共通の性質があることを見いだして理解するとともに，実験器具の操作，記録

のしかたなどの技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・物質のすがたに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うとと

もに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら，身のまわりの

物質とその性質についての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

物質のすがたについて，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，物質の

性質や状態変化における規則

性を見いだして表現している

など，科学的に探究してい

る。 

物質のすがたに関する事物・現

象に進んでかかわり，見通しを

もったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 物の調べ方 

・「レッツ スタート！」コップの材料について話し合う。 

・物体と物質のちがいについて説明を聞き，例を出し合う。 

・「？課題」物体が何という物質でできているかを見分けるには，

どのような方法があるだろうか。 

・「予想しよう」金属製品や鉄・アルミニウム，砂糖・食塩を見分

ける方法について話し合う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

75～77 思  

さまざまな物質の性質を調べる

観点をあげ，調べる方法を考え

て表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

さまざまな物質の性質を調べ

る観点をあげ，どのように調

べたらよいかについて自分の

考えを適切に表現している。 

物質の性質を調べる観点をあげ

る活動を行ったときの，ほかの

生徒の考えの発表を聞いたうえ

で，自分の考えをまとめること

ができるよう助言・指導する。 

2 

第 2 節 金属と非金属 

・「レッツ スタート！」金属製品の例をあげ，なぜ金属でつくられ

ているかを話し合う。 

・金属と非金属を見分ける方法として，金属光沢以外に区別する

方法があるか考える。 

・「？課題」金属と非金属との性質のちがいは何だろうか。 

【実験 1】金属と非金属のちがい 

・実験 1 を行い，金属と非金属との性質のちがいを考える。 

・「基礎操作」レポートの書き方を確認する。 

・金属の性質について説明を聞き，理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

78～81 思  

さまざまな金属の性質を比べ，

それぞれの特徴について，共通

点と相違点を見いだして表現し

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

さまざまな金属の性質を比

べ，それぞれの金属の特徴に

ついて，共通点と相違点を見

いだして具体的に表現してい

る。 

共通点と相違点を具体化できな

い場合は，ほかの生徒の考えを

聞いたり，対話をしたりして，

視点を広げることができるよう

支援する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

第 3 節 さまざまな金属の見分け方 

・「レッツ スタート！」同じ体積の金属を見分けるにはどうしたら

よいかを話し合う。 

・「？課題」さまざまな金属を見分けるにはどうしたらよいだろう

か。 

・質量，密度についての説明を聞く。 

・「ここがポイント」密度を求める式についての説明を聞き，理解

する。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」を行う。 

82～83 知  

密度が物質に固有な数値である

ことを理解し，計算から密度を

求める技能を身につけている。 

［行動観察］ 

密度が物質に固有な数値であ

ることを説明しており，計算

から密度を適切に求めてい

る。 

「鉄は重い」といった具体物に

存在する先行概念が強固な場合

は，体積をそろえることの意味

が理解できるよう助言・指導す

る。 

4 

【実験 2】密度による金属の区別 

・実験２を行い，算出した密度から金属の種類を特定する。 

・「基礎操作」電子てんびんの使い方，上皿てんびんの使い方，メ

スシリンダーの使い方を確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

83～85 知 ○ 

実験結果から密度を求め，いろ

いろな物質を特定している。 

［行動観察・記述分析］ 

体積，質量の記録を適切に行

っており，正しく計算して密

度を求めている。求めた密度

の値に近似している金属を適

切に選択している。 

計算が苦手な生徒には，電卓を

あたえるなどして式の意味や金

属の種類を判断する時間を確保

できるよう支援する。 

5 

第 4 節 白い粉末の見分け方 

・「レッツ スタート！」写真で示された粉末がそれぞれ何かを話し

合う。 

・「？課題」見ただけでは見分けにくい粉末状の物質の種類を知る

には，どのようにしたらよいだろうか。 

・「調べ方を考えよう」白砂糖，デンプン，食塩，グラニュー糖を

それぞれの性質から見分ける方法を考える。 

・「基礎操作」ガスバーナーの使い方を確認する。 

【実験 3】白い粉末の区別 

・各班で，身のまわりの区別しにくい白い粉末を区別する方法に

ついて，「物質の性質の調べ方」や既習事項を参考に話し合い，

実験の計画を立てる。 

86～88 知 ○ 

物質を区別するのに必要な情報

を得るための適切な方法を計画

している。 

［発言分析・行動観察・記述分

析］ 

P.77の物質の調べ方をもと

に，物質を区別するために必

要な情報を得るための適切な

方法を具体的に計画してい

る。 

 

必要な情報を得るための適切な

方法を具体化できない場合は，

ほかの生徒の考えを聞いたり，

対話したりして，視点を広げる

ことができるよう支援する。 

6 

【実験 3】白い粉末の区別 

・実験計画をもとに実験 3 を行い，与えられた A～D の白い粉末が

何かを調べる。 

・実験結果を整理して，P.79 の「基礎操作」を参考に実験レポー

トをかく。 

・考察では，根拠を明らかにしてかく。 

 

88～89 思 ○ 

実験結果をもとに，その性質の

ちがいに着目して分類し，根拠

を示して説明している。 

［記述分析］ 

複数の実験結果を根拠としてA

～Dの白い粉末が何かを説明し

ている。 

根拠となる実験結果の記述が不

十分であり，考察の記述があい

まいな場合は，根拠を箇条書き

にさせるなど，とらえやすくさ

せるよう支援する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

7 

・「解決方法を考えよう」班の考察の根拠が何か考え，話し合う。

また，例示された結果について，原因や改善方法を考え，話し

合う。 

・有機物と無機物の性質について説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

90～92 態 ○ 

白い粉を区別するという課題の

解決に向けて，対話を通して，

自らの学習を調整しようとして

いる。 

［発言分析・行動観察・記述分

析］ 

実験結果をふり返って，対話

を通して，ほかの班と異なる

結果が生じた原因やその改善

方法を具体化している。 

自分がどこまで考えて，どこか

らわからないのかを明らかにさ

せ，ほかの生徒の考えを聞いた

り，対話したりして，課題の解

決に向けてとり組むことができ

るよう支援する。 
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【単元 2】第 2章 気体の性質 （教科書 P.93～102） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・気体を発生させてその性質を調べる実験を通して，気体の種類による特性を理解するとともに，

気体を発生させる方法や捕集法などの技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・物質のすがたに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うとと

もに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら，気体の発生と

その性質についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

物質のすがたについて，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，物質の

性質や状態変化における規則

性を見いだして表現している

など，科学的に探究してい

る。 

物質のすがたに関する事物・現

象に進んでかかわり，見通しを

もったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 身のまわりの気体の性質 

・「レッツ スタート！」水の入ったペットボトルに二酸化炭素を入

れてふるとへこむが，酸素を入れてふってもへこまない理由を

話し合う。 

・「？課題」身のまわりの気体にはどのような性質があるのだろう

か。 

・「基礎操作」気体の性質の調べ方やBTB溶液の性質を確認する。 

93～95 思  

酸素と二酸化炭素の水へのとけ

やすさのちがいに着目し，問題

を見いだしている。 

［発言分析・行動観察］ 

酸素と二酸化炭素を水にとか

す観察から得られた気づきや

疑問をもとに，気体の性質に

ついて問題を見いだしてい

る。 

観察から得られた気づきや疑問

をもとに，問題を見いだした記

述がない場合，観察するうえで

の視点を与えて，再度，観察を

行い，気づきや疑問をもとに，

問題を見いだして表現できるよ

う支援する。 

2 

【実験 4】二酸化炭素と酸素の性質 

・実験 4 を行い，捕集した気体が二酸化炭素か酸素かを考える。 

95 思 ○ 

実験結果をもとに，発生した気

体について科学的に考察して判

断している。 

［記述分析］ 

複数の実験結果を根拠にしな

がら，調べた気体の名称を適

切に指摘している。 

複数の実験結果を根拠とするこ

とが苦手な生徒がいる場合，結

果を表などでわかりやすくまと

めさせ，参照しやすいよう支援

する。 

3 

・「どこでも科学」身のまわりの物質を使って，酸素や二酸化炭素

を発生させる。 

・実験や掲載写真などから，異なる方法でも同一の気体が得られ

る説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「ここがポイント」二酸化炭素，酸素，水素，窒素の発生方法と

性質についての説明を聞き，理解する。 

96～97 知 ○ 

さまざまな気体の発生方法と捕

集方法，その性質について理解

している。また，発生方法が異

なっていても性質が同じであれ

ば，同じ気体であることを理解

している。 

［行動観察・記述分析］ 

さまざまな気体の発生方法と

捕集方法，その性質について

表などに整理している。ま

た，その中で，発生方法が異

なっていても性質が同じであ

れば，同じ気体であることを

説明している。 

別の方法で発生した気体が同じ

性質であっても，異なる物質で

あると考える生徒がいる場合，

実際に気体を発生させる演示実

験を行うなどの支援を行う。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

第 2 節 気体の性質と集め方 

・「レッツ スタート！」水中でアンモニアの気泡が消える理由を話

し合う。 

・「？課題」気体の性質によって，気体の集め方はどのように変え

たらよいだろうか。 

・「調べよう」アンモニアを発生させて，性質を調べる。 

・「ここがポイント」アンモニアの発生方法と性質についての説

明を聞き，理解する。 

・水へのとけやすさや発生させた気体の密度から捕集法が決まる

ことについての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考

えたことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

98～102 態 ○ 

水にとけやすい気体を捕集し，

その性質を調べる方法につい

て，見通しをもとうとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

水にとけやすい気体を捕集

し，その性質を調べる方法に

ついて，科学的な根拠をもと

に，その手順を考えようとし

ている。 

上方置換法と下方置換法を選択

できないときは，水素を入れた

シャボン玉がうくかしずむかを

考えさせるなど，具体物を用い

て支援する。 
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【単元 2】第 3章 水溶液の性質 （教科書 P.103～116） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・水溶液から溶質をとり出す実験を通して，その結果を溶解度と関連づけて理解するとともに，そ

れらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・水溶液に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，

自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら，水溶液につい

ての基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

水溶液について，問題を見い

だし見通しをもって観察，実

験などを行い，物質の性質や

状態変化における規則性を見

いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

水溶液に関する事物・現象に進

んでかかわり，見通しをもった

りふり返ったりするなど，科学

的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 物質が水にとけるようす 

・「レッツ スタート！」物質が水にとけている物について話し合

う。 

・P.88 実験 3 の実験結果をふり返り，物質を水に入れたときのよ

うすを思い出す。 

・「？課題」物質が水にとけるとは，どのようになることだろう

か。 

・「予想しよう」砂糖やデンプンを水に入れたときのようすや，質

量の変化，しばらく置いたときのようすについて話し合う。 

・「考察しよう」図 3 や演示実験をもとに，物質が水にとけること

についてさまざまな観点から考え，話し合う。 

・「基礎操作」ろ過のしかたを確認する。 

103～106 思  

演示実験や「予想しよう」から

気づいたことや疑問に思ったこ

とをもとに，物質が水にとける

現象について予想ができ，話し

合いによって自分たちの結論を

見いだし，表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

砂糖やデンプンを水に入れた

ときのようすについて，液が

透明になるか，水に入れた物

質がろ過を通過するか，質量

が変化するか，放置するとど

うなるかなどを予想し，考察

時の話し合いによって，自分

たちの結論を適切に導き，表

現している。 

身のまわりの物質が水にとける

ようすを予想させたり，現象を

考察させたりするとき，ほかの

生徒の気づいたことや疑問点の

発表を聞いたうえで，再度，自

分たちの考えを確認させ，予想

や考察を適切に表現できるよう

助言・指導する。 

2 

・「ここがポイント」物質が水にとけることについての説明を聞

き，理解する。 

・「モデルで説明しよう」図 2 の砂糖が水にとけるようすをモデル

で考え，ホワイトボードなどを用いて発表する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

106～108 思 〇 

物質が水にとける現象につい

て，粒子モデルを用いて，適切

に説明している。 

［行動観察・記述分析］ 

砂糖が水にとけ，全体が均一

になっていくようすを，粒子

モデルやホワイトボードで表

現しており，顕微鏡でも見え

ない粒子であること，粒子の

数が変化しないために質量も

変化しないこと，時間がたっ

てもばらばらに広がったまま

でいることを説明している。 

話し合い活動で適切な表現や説

明ができない場合，再度，粒子

モデルを用いて，ほかの生徒に

説明し，足りない部分を生徒ど

うしで指摘できるよう助言・指

導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・溶質，溶媒，溶液，水溶液の定義についての説明を聞く。 

・「説明しよう」炭酸飲料は水に何がとけているのか考え，発表す

る。 

・純粋な物質や混合物についての説明を聞く。 

・質量パーセント濃度の説明を聞き，溶液中の溶質の割合によっ

て濃度を表すことができることを確認する。 

・「ここがポイント」質量パーセント濃度を求める式についての説

明を聞き，理解する。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」，「確認」を行う。 

108～109 知  

溶質，溶媒，溶液，水溶液の定

義や，純粋な物質と混合物のち

がいについて理解している。ま

た，質量パーセント濃度の計算

方法を身につけている。 

 ［行動観察・記述分析］ 

溶質，溶媒，溶液，水溶液の

定義や，純粋な物質と混合物

のちがいについて説明してい

る。また，質量パーセント濃

度の計算式の溶質，溶媒，溶

液に，どのような数値が当て

はまるのか対応させることが

でき，質量パーセント濃度の

計算方法を身につけている。 

質量パーセント濃度の計算式の

溶質，溶媒，溶液に，どのよう

な数値が当てはまるのか指摘し

て，適切な記録ができよう助

言・指導する。 

4 

第 2 節 溶解度と再結晶 

・「レッツ スタート！」図 1 の白色物質やこの物質が出てくる理由

について話し合う。 

・「？課題」水にとけている溶質をとり出すため，水を蒸発させる

以外にどのような方法があるのだろうか。 

・「調べる条件について考えよう」ミョウバンや食塩の粒がついた

かざりをつくる方法について考える。 

110 思  

水溶液にとけている物質をとり

出す方法をさまざまな観点から

考えている。 

［発言分析・行動観察］ 

ミョウバンのかざりや食塩の

かざりの写真から，水の蒸発

以外に，水溶液にとけている

物質をとり出す適切な方法を

推測している。 

水にとける物質の質量に限界が

あるのか，水の温度によってと

ける質量が変わるのかなど，と

ける物質の質量について，科学

的な根拠で判断できるよう助

言・指導する。 

5 

【実験 5】水にとけた物質をとり出す 

・実験 5を行い，各物質を水に入れたものを加熱したときのとけ方

のちがいを調べるとともに，加熱後の水溶液を冷やして物質が

とり出せるか調べる。 111 知 ○ 

再結晶の実験技能，観察記録の

方法を身につけている。 

［行動観察・記述分析］ 

高い温度でとかした水溶液

を，冷却や蒸発させ，その結

果を適切に記録している。グ

ラフからの考察では，2つの物

質のとけ方には，温度が影響

していることを表現してい

る。 

冷却した試験管のようすや蒸発

した結晶のようすを適切に記録

できるよう助言・指導する。ま

た，班の話し合いで，グラフの

意味や2つの物質のとけ方のちが

いが温度によるものであること

を確認させる。 

6 

・「考察しよう」試験管 A，B で結晶の形やとける温度・質量，再

結晶のようすなど，ちがいが起こる原因を考える。 

・自分の考えを班内で発表し，ホワイトボードなどを用いて班で

考察をまとめる。ほかの班やクラス全体でも意見交換を行う。 

・再結晶が，溶解度によって起きる現象であることの説明を聞

く。 

・「ここがポイント」溶解度曲線で見る再結晶についての説明を聞

き，理解する。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」，「確認」を行う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

112～116 態 ○ 

実験結果について，話し合い活

動を通じて考察を行った後，再

結晶や溶解度の説明を聞き，例

題で確認することを通じて，自

らの学習を調整しようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

実験の考察時の話し合いや意

見交換に進んでかかわろうと

し，再結晶が溶解度によって

起こる現象であることを理解

しようと，ねばり強くとり組

んでいる。 

話し合いや意見交換のようすか

ら，自分の考察を，再度，確認

させ，適切なものに修正するよ

う助言・指導する。 
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【単元 2】第 4章 物質の姿と状態変化 （教科書 P.117～133） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・物質の状態変化についての観察，実験を通して，状態変化によって物質の体積は変化するが質量

は変化しないことを見いだして理解する。また，物質は融点や沸点をさかいに状態が変化するこ

とを知るとともに，混合物を加熱する実験を通して，沸点のちがいによって物質の分離ができる

ことを見いだして理解する。あわせて，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。

（知識・技能） 

・身のまわりの物質について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，物質の性質

や状態変化における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・状態変化に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うととも

に，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら，状態変化と

熱，物質の融点と沸点について

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

状態変化について，問題を見

いだし見通しをもって観察，

実験などを行い，物質の性質

や状態変化における規則性を

見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

状態変化に関する事物・現象に

進んでかかわり，見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 物質の状態変化 

・「レッツ スタート！」写真のどこにどのような姿で水が存在する

のか話し合う。 

・水の状態変化について思い出す。 

・「？課題」身のまわりの物質も水のように姿を変えるだろうか。 

・「説明しよう」水以外に状態変化を起こす物質について話し合

う。 

・状態変化について説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

117～119 思  

水と比較しながら，身のまわり

にある物質の状態変化につい

て，課題を見いだし，身の回り

の物質が固体，液体，気体に変

化することを表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

水が温度によって，氷，水，

水蒸気と状態が変化すること

と，ほかの物質の状態変化と

を比較して，それぞれの共通

点や相違点を適切に表現し，

どのような物質でも状態変化

を起こすことを説明してい

る。 

水蒸気は目に見えないので湯気

が水であると気づくように支援

する。また，ほかの物質も状態

変化することを，水の状態変化

と関連づけて説明できるよう助

言・指導する。 

2 

第 2 節 物質の状態変化と体積・質量の変化 

・「レッツ スタート！」エタノールを入れたポリエチレンぶくろに

熱い湯をかけたときの状態について話し合う。 

・「？課題」物質が状態変化するとき，体積や質量はどうなるだろ

うか。 

・「課題に対する自分の考えは？」ロウの状態変化について，エタ

ノールの状態変化のようすを参考に考え，話し合う。 

【実験 6】ロウの状態変化と体積・質量の変化 

・実験 6を行い，ロウの状態が変化するときの体積と質量の変化を

調べる。また，実験結果と実験前の予想とを比較する。 

120～121 思  

物質の状態変化と体積・質量の

変化について，仮説を立てて実

験を行い，得られた結果から状

態変化と体積・質量の関係を考

察し，より妥当な考えを見いだ

して表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

エタノールの状態変化のよう

すをもとに，仮説を立てて実

験を行い，得られた結果と仮

説とを比較しながら，ロウの

状態変化と体積・質量の変化

の関係を粒子モデルで考え，

より妥当な考えを見いだし表

現している。 

ロウの液体が固体へ状態変化す

るときのスケッチのようすから

中心部分が凹んだことと体積を

関連させて説明できるよう助

言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・「モデルを使って考察しよう」ロウやエタノールの状態変化を粒

子のモデルでかくとともに，モデルをもとに質量と体積につい

て考え，発表する。 

・状態変化と体積・質量との関係について説明を聞く。 

・「ここがポイント」粒子の集まり方と体積についての説明を聞

き，理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

122～125 思 〇 

水以外の物質が状態変化すると

きの質量と体積の関係を，粒子

モデルを用いて適切に表現し，

説明している。 

［行動観察・記述分析］ 

水以外の物質が状態変化する

ときの質量と体積の関係を，

粒子の大きさや数，粒子どう

しの間隔に着目して，粒子モ

デルで適切に表現し，説明し

ている。 

粒子の大きさや数，粒子の間隔

のようすと実験結果を関連づけ

て説明できるよう助言・指導す

る。 

4 

第 3 節 状態変化が起こるときの温度と蒸留 

・「レッツ スタート！」水の温度変化のグラフをもとに，温度が変

わらないときの水の状態について話し合う。 

・「調べよう」実験データからグラフをかき，沸騰中の温度変化に

ついて調べる。 

・「基礎操作」グラフのかき方について確認する。 

・「ここがポイント」グラフの利点についての説明を聞き，理解す

る。 

・「調べよう」から気づいたことを話し合う。 

・P.128 表 1 を参照しながら，純粋な物質の沸点・融点を確認す

る。 

126～128 知  

グラフの利点を理解しており，

グラフのかき方や読みとり方が

身についている。 

［行動観察・記述分析］ 

グラフの利点を理解したうえ

で，水とエタノールの状態変

化と温度との関係のデータか

らグラフを作成し，グラフを

比較して沸点のちがいを読み

とっている。 

グラフの書き方をもう一度確認

しながら，データをグラフにか

きこませ，その結果，沸点では

温度の上昇がないことに気づか

せるよう助言・指導する。 

5 

・「？課題」液体どうしが混じり合った混合物を分けるには，どの

ようにすればよいだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」沸点のちがいを利用して，液体

どうしが混じり合った混合物から純粋な物質をとり出せないか

話し合う。 

【実験 7】混合物の分離 

・実験 7を行い，水とエタノールの混合物を熱して，発生する気体

の温度をはかり，出てきた液体の性質を調べる。 

128～129 知 ○ 

仮説の設定や実験を適切に行

い，実験結果を正確にグラフに

記入している。 

［行動観察・記述分析］ 

沸点は物質の種類によって決

まっていることを利用して，

混合物を分離する方法につい

て仮説を立て，適切に実験を

行い，結果をもとにグラフに

整理している。 

気体の温度の測定，熱した時間

の記録，試験管内部にたまった

液体のようすなど，しっかりし

た実験手順を確認できるよう助

言・指導する。また，温度変化

のグラフでは，温度が一定にな

ったところで沸騰していること

など，グラフの解釈方法につい

ても助言・指導する。 

6 

・「考察しよう」集めた液体には何が多くふくまれているか，温度

変化のグラフからわかることは何か考え，話し合う。 

・蒸留について説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

130～133 態 ○ 

実験結果から，混合物は一定の

沸点をもたず，個々の沸点のち

がいを利用して混合物を分離す

ることができることを見いだそ

うとしている。また，蒸留が社

会で利用されていることに関心

をもち，進んで理解しようとし

ている。 

［行動観察・記述分析］ 

実験結果のグラフをもとに，

試験管に何が多くふくまれて

いるかをねばり強く考え，混

合物は一定の沸点をもたない

ことや，個々の沸点のちがい

を利用して混合物を分離でき

ることを見いだそうとしてい

る。また，石油の分留など，

蒸留が社会で利用されている

ことに関心をもち，蒸留と同

じ原理であることを理解しよ

うとしている。 

エタノールを多くふくんでいる

試験管から，混合物の分離が行

われていることを理解させる。

図4をもとに，蒸留が利用されて

いる例をあげて，数回蒸留する

ことで純度が上がることを説明

する。 
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【単元 3】第 1章 光の世界 （教科書 P.145～162） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・光についての観察，実験を通して，光が水やガラスなどの物質の境界面で反射，屈折するときの

規則性や，凸レンズのはたらきについての実験から，物質の位置と像の位置および像の大きさの

関係を理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・光について問題点を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，光の性質の規則性や関係

性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・光に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，自然

を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

光に関する事物・現象を日常生

活や社会と関連づけながら，光

の反射や屈折，凸レンズのはた

らきなどについての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

光について問題を見いだし，

見通しをもって観察，実験な

どを行い，光の反射や屈折，

凸レンズのはたらきから規則

性や関係性を見いだして表現

しているなど，科学的に探究

している。 

光に関する事物・現象に進んで

かかわり，見通しをもったりふ

り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 物の見え方 

・「レッツ スタート！」P.146 図 1 など身近な例を参考に，身のま

わりの物が見える理由を考え，話し合い，発表する。 

・「？課題」物体を見ることができるとき，光はどのように目に届

いているだろうか。 

・光の性質（直進・反射）について，具体的な例（P.146 図 2～図

4）を通してまとめる。 

・P.147 図 5，図 6 などを活用し，身のまわりの物体に色がついて

見える理由を考える。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

145～147 知  

身のまわりの物の見え方の観察

から，光源とそうでない物に分

けられることを理解していると

ともに，物の見え方のちがいか

ら，光の性質（直進・反射）に

ついて説明している。 

［発言分析・行動観察］ 

光の性質をもとに，身のまわ

りにある物を，光源とそうで

ない物に分類している。ま

た，太陽光による物のかげの

ようすと，レーザーポインタ

ーの光の進み方を比較するこ

とで，光の直進性を説明して

いる。 

身のまわりの物の見え方を調べ

る活動を行い，気がついたこと

をほかの生徒と意見交換させて

再度活動を行わせることで，自

分が調べたいことを見つけるこ

とができるように助言・指導す

る。 

2 

第 2 節 光の反射 

・「レッツ スタート！」日常生活において鏡を利用している場面を

あげる。 

・「？課題」光が鏡などの物体で反射するとき，光はどのように進

むだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」P.148 図 3 のように鏡を置くと

き，どの鏡に物体がうつるか，光の進み方から考える。 

【実験 1】鏡で反射する光の道筋 

・実験 1 を行い，鏡で反射するときの光の道筋を調べる。 

148～149 思 ○ 

鏡で反射する光の道筋を調べる

実験を行い，反射前の光の道筋

と，反射後の光の道筋に着目

し，規則性を見いだしている。 

［記述分析・行動観察］ 

鏡で反射する光の道筋を調べ

る実験結果をもとに，光が鏡

で反射するときの規則性を見

いだして適切に表現してい

る。 

自分の実験結果と，ほかの生徒

の実験結果を比較し，共通点や

相違点を見いだすように助言・

指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・実験結果や P.150 図 1，図 2 を参考に，光の反射の法則（入射角

＝反射角）についての説明を聞き，理解する。 

・鏡にうつる物体の見かけの位置の求め方について考え，発表す

る。 

・乱反射について説明を聞き，光の反射の法則に従っていること

を確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

150～151 知 ○ 

反射によって光がどのように進

むかを理解し，作図によって光

の反射の規則性を説明してい

る。 

［記述分析］ 

物の見え方と光の反射の法則

を活用し，鏡による像の位置

や光の進む道筋について正し

く作図している。 

物の見え方や光の反射の法則に

ついてふり返りを行い，それぞ

れの規則性について作図できる

ように助言・指導する。 

4 

第 3 節 光の屈折 

・「レッツ スタート！」P.152 図 1 をもとに，物体がどのように見

えるか予想を立てたうえで実際に実験を行い，確かめる。 

・「？課題」光が透明な物体を通りぬけるとき，光はどのように進

むだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」光の進み方を，ガラスに入射す

るとき，ガラスの中，ガラスを通りぬけるときに分けて考え

る。 

【実験 2】直方体のガラスを通りぬける光の道筋 

・実験 2を行い，直方体のガラスを通りぬけるときの光の道筋を調

べる。 

152～153 思  

直方体のガラスに入射させた光

の進み方を調べる実験を行い，

光の屈折の規則性を見いだして

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

屈折の実験結果から，光の進

み方と物の見え方の関係につ

いて，規則性を見いだして適

切に表現している。 

鏡にうつる物体には，見かけの

位置があったことをふり返り，

屈折して見える物体にも，実際

の位置と見かけの位置があるこ

とに気がつくように支援する。 

5 

・P.154 図 1 を用いて実験結果の確認を行う。 

・P.154 図 2，図 3 を参考に，光が屈折して起こる現象について，

説明を聞く。 

・P.155 図 4 などを参考に，光の屈折による物体の見え方について

説明を聞き，理解する。 

154～155 知 ○ 

屈折によって光がどのように進

むかを理解し，作図によって光

の屈折の規則性を説明してい

る。 

［記述分析］ 

屈折する光の道筋について正

しく作図し，適切に説明して

いる。 

実験結果と作図を比較し，相違

点を見いだすよう助言・指導す

る。 

6 

・全反射の実験を行い，以下の 2 点について確認する。 

ア：ガラス→空気のときに入射角がある一定の角度より大きくな

ると，全反射が起こる。 

イ：全反射は，空気→ガラスのときには起こらないが，ガラス→

空気のときには起こる。 

・光ファイバーなど，全反射を利用している事例を確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

155 態  

光の反射や屈折の規則性につい

てふり返り，光の進み方と物の

見え方について調べようとして

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

全反射など光の進み方と物の

見え方について，光の反射や

屈折の規則性をもとに，自分

の考えをまとめようと話し合

いながらねばり強くとり組ん

でいる。 

P.154「ここがポイント」をと

り上げ，ガラスから空気側に光

が出るとき，入射角を大きくし

ていくと，屈折角はどうなって

いくかを考えるよう助言・指導

する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

7 

第 4 節 レンズのはたらき 

・「レッツ スタート！」予想を立てたうえで，実際に凸レンズを使

って実験を行う。 

・P.157 図 2 を参考にして，凸レンズについて以下の 3 点を確認す

る。 

ア：境界面で光が曲がる（光の屈折）。 

イ：平行な光が 1 点に集まる。 

ウ：焦点を境に，光が上下で入れ替わる。 

・焦点や焦点距離について説明を聞く。 

・「？課題」凸レンズによる像のでき方には，どのような決まりが

あるだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」凸レンズを通る光の見え方をも

とに予想を立てる。 

156～157 態 ○ 

凸レンズによるさまざまな現象

を観察する過程で，光の進み方

と物の見え方について着目し，

調べようとしている。 

［記述分析］ 

凸レンズを通して見える物の

見え方について，光の進み方

に着目して，自分やほかの生

徒の考えを十分に検討して改

善しようとしている。 

凸レンズを通って上下左右入れ

替わる光の進み方と，上下左右

逆さまにうつる像を関連づけて

考えるようにうながす。 

8 

【実験 3】凸レンズによる像のでき方 

・実験 3を行い，凸レンズによってできる像の位置や向き，大きさ

について調べる。 158～159 思 ○ 

光源の位置を変えたときの凸レ

ンズによる像のでき方を調べる

実験を行い，結果を表にまと

め，考察している。 

［記述分析］ 

凸レンズによる像のでき方の

実験結果から規則性を見いだ

して，適切に表現している。 

焦点距離を基準にして像のでき

方を比較するように声がけを行

うなど支援する。 

9 

・実験の結果から，凸レンズによってできる像の位置や向き，大

きさの規則性について話し合う。 

・実像，虚像について説明を聞く。 

・作図例などを参考にして，凸レンズで屈折した光の進み方とで

きる像について確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

160～161 知 ○ 

凸レンズを通る光の道筋を作図

することで，物体と凸レンズの

距離による像の大きさや向きの

関係を理解している。 

［ペーパーテスト］ 

凸レンズにおける物体の位置

と像の位置や大きさとの関係

について正しく理解し，作図

によって適切に説明してい

る。 

凸レンズを通る光の進み方につ

いてふり返りを行い，自分の作

図とほかの生徒の作図を比較

し，相違点を見いだすよう助

言・指導する。 

10 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」を行う。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

161～162 態 ○ 

凸レンズによるさまざまな現象

を観察する過程で，光の進み方

に着目し，課題の解決に向け

て，対話を通して，自らの学習

を調整しようとしている。 

［記述分析］ 

光の進み方に着目し，具体的

に課題を設定して，それを解

決しようと，ほかの生徒と協

力しながら，ねばり強くとり

組んでいる。 

凸レンズを通る光の進み方のふ

り返りを行うなど支援する。 
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【単元 3】第 2章 音の世界 （教科書 P.163～170） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・音についての観察，実験を通して，音は物体が振動することによって生じ空気中などを伝わるこ

とや，音の高さや大きさは発音体の振動に関係することを理解するとともに，それらの観察，実

験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・音について問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，音の性質の規則性や関係性

を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・音に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，自然

を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

音に関する事物・現象を日常生

活や社会と関連づけながら，音

の性質についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

音について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験な

どを行い，音の性質の関係性

や規則性を見いだして表現し

ているなど，科学的に探究し

ている。 

音に関する事物・現象に進んで

かかわり，見通しをもったりふ

り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 音の伝わり方 

・「レッツ スタート！」身のまわりの物体で，振動して音を出して

いるようすを確認できるものを集め，体験する。そのなかで，

音が出ている物体の共通点を自分の言葉で表現する。 

・「？課題」振動している物体から出ている音は，どのように伝わ

るだろうか。 

・物体が振動して音を出していることについて説明を聞き，まと

める。 

・音が伝わるしくみについて考え，話し合う。 

163～164 思  

身のまわりの物体を使って音が

出ている物体のようすを調べる

活動を行うなかで気づいたこと

や疑問に思ったことから，共通

点や相違点をもとに，音が聞こ

えるという現象について問題を

見いだし，表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりの音が出ている物

体について調べ，音が出てい

るときの物体のようすから，

音は物体の振動によって生じ

ることを見いだして，適切に

表現している。 

音が出ているときの物体のよう

すを調べる活動において，ほか

の生徒の気づいたことや疑問点

の発表を聞いたうえで，再度活

動を行わせることで，音は物体

の振動によって生じることを見

いだせるよう助言・指導する。 

2 

・「調べて考察しよう」P.164 図 2 のようにおんさの間に板を置く

と，伝わる音がどうなるか予想し，確認する。 

・P.164 図 2 や P.165 図 3 から，空気が振動して音を伝えているこ

とを見いだす。 

・P.165 図 3～図 6 を参考にして，音の伝わり方と音を伝える物体

についての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

164～165 思  

音はどのような経路で伝わるか

について，おんさを正しく使い

ながら調べ，得られた結果から

音の伝わり方を考察し，より妥

当な考えをつくり出して表現し

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

音を伝えている物体に気づく

ことができ，空気であったり

糸電話の糸であったり，何ら

かの物体がないと音は伝わら

ないことを適切に表現してい

る。 

糸電話の糸が切れると声が聞こ

えなくなる現象と，真空鐘の中

の空気が少なくなると音が聞こ

えづらくなる現象を比較して考

えるよう助言・指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

第 2 節 音の性質 

・「レッツ スタート！」さまざまな楽器を観察して，音の大きさや

音の高さを変えるしくみを調べ，そのときの物体の振動につい

て考えを話し合い，発表する。 

・「？課題」音の大きさや高さと音源の振動には，どのような関係

があるだろうか。 

【実験 4】弦の振動による音の大きさと高さ 

・実験 4 を行い，音の大きさや高さと物体の振動との関係を調べ

る。 

・「基礎操作」簡易オシロスコープの使い方を確認する。 

・簡易オシロスコープを使って，いろいろな音の波形を記録する

（おんさ，ギター，モノコード，そのほかの音を出す物，それ

を録音した音など） 

166～167 知 〇 

弦をはじく強さや弦の長さ，張

りと音の大きさ，高さの関係に

ついて，簡易オシロスコープを

正しく扱いながら調べ，得られ

た結果を記録している。 

［記述分析・行動観察］ 

モノコードやギターの弦をは

じく強さや弦の長さ，弦の張

りの強さを変えるなど，条件

制御しながら実験を行ってい

る。また，実験結果のちがい

をそれらの条件と関係づけて

適切に記録している。 

弦をはじく強さや弦の長さ，弦

の張りの条件について，整理の

しかたを説明する。その際，変

える要素と変えない要素に注目

して考えるよう助言・指導す

る。 

4 

・簡易オシロスコープを用いて，その波形から音の大きさや音の

高さと振動のようすとの関係について確認する。 

・実験結果や P.168 図 1～3 を参考にして，音の大きさと振幅，音

の高さと振動数との関係を見いだし，発表する。 

・実際の音と録音した音の波形のちがいをもとに，その原因を推

測する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

167～168 思 〇 

実験結果をもとに，音の大き

さ，高さと弦の振動のようすと

の関係について考察し，より妥

当な考えをつくり出して表現し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

簡易オシロスコープを使い，

大きい音と小さい音，高い音

と低い音のちがいを見いだ

し，共通点や相違点を波形を

用いて表現している。 

大きい音と小さい音のちがいに

ついて，たいこなどの膜のふれ

はばで考えるよう助言・指導す

る。また，高い音と低い音のち

がいについて，簡易オシロスコ

ープの波形を重ね合わせて比べ

て考えるよう助言・指導する。 

5 

・「予想しよう」P.169 図 4 や「どこでも科学」を参考にして，音

が伝わる速さについて考える。 

・P.169「つながる科学」を読んで，デシベル（単位）と環境基準

について考える。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・P.170「つながる科学」を読んで，動物の種類によって音の聞こ

える振動数の範囲は異なり，超音波は水中で生活している生物

が利用していることを確認する。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

169～170 態 〇 

光と音の速さのちがいについて

自然現象から気づき，いなずま

が見えてから音が聞こえるまで

の時間をはかることで大まかな

距離がわかることについて，ね

ばり強く考えようとしている。 

［記述分析・行動観察］ 

音と光の進む速さのちがいか

ら，いなずまや花火の光が見

えてから音が聞こえるまでの

時間には差があることに気づ

き，その時間をもとに距離を

計算している。また，身のま

わりの音についての疑問に対

して説明しようと試行錯誤し

ている。 

音に比べて光の方がはるかに速

いことを確認する。そのうえで

音の速さに注目して，「距離＝

速さ×時間」で音源までの大ま

かな距離を求めることができる

ことや，音の速さは約340m/sと

考えてよいことなどを助言・指

導する。 
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【単元 3】第 3章 力の世界 （教科書 P.171～185） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・物体に力をはたらかせる観察，実験を行い，物体に力がはたらくとその物体が変形したり動き始

めたり，運動のようすが変わったりすることや，力は大きさと向きによって表されること，物体

にはたらく 2力のつり合う条件を理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に

つける。（知識・技能） 

・力について問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，力のはたらきの規則性や関

係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・力のはたらきに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うとと

もに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

力のはたらきに関する事物・現

象を日常生活や社会と関連づけ

ながら，力のはたらきについて

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

力のはたらきについて，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，力のは

たらきの規則性や関係性を見

いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

力のはたらきに関する事物・現

象に進んでかかわり，見通しを

もったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 日常生活のなかの力 

・「レッツ スタート！」身のまわりで力がはたらいていると考えら

れるものを探す。 

・「？課題」力は，どのようなはたらきをするだろうか。 

・P.172 図 2 や P.173 図 3～図 5 を通じて，力のはたらきを考え

る。 

・力のはたらきについて説明を聞き，確認する。 

・「説明しよう」身のまわりで見られる現象について，力のはたら

きから考えて発表する。 

171～173 思  

力がはたらいている物体の状態

を調べる活動を行うなかで気づ

いたことや疑問に思ったことか

ら共通点や相違点をもとに，力

がはたらいているという現象に

ついて問題を見いだし，表現し

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりで力がはたらいて

いる物体について調べ，力が

はたらいている物体の状態か

ら，力のはたらきについて適

切に表現している。 

身のまわりで力がはたらいてい

る物体について調べる活動を行

ったときの，ほかの生徒の気づ

いたことや疑問点の発表を聞い

たうえで，再度活動を行わせる

ことで，自分が調べたいことを

見つけることができるように助

言・指導する。 

2 

・P.172「レッツ スタート！」にある力の例などをとり上げつつ，

力の種類について説明を聞く。 

・P.174 図 1～図 4 や P.175 図 5～図 6 を通じて，垂直抗力，弾性

力，摩擦力，重力，磁力，電気の力などについて説明を聞き，

確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

174～175 態  

身のまわりの物体にはたらく力

について事例をあげるととも

に，その力のはたらきから，力

の種類の分類について考えよう

としている。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりの物体にはたらく

力の事例をもとに，垂直抗力

や磁石の力など具体的な例を

とり上げながら，力の種類の

分類について，ねばり強く考

えようとしている。 

いすや黒板の磁石など，具体的

な事例をあげ，考えるきっかけ

づくりを行うなど支援する。 

3 

第 2 節 力のはかり方 

・「レッツ スタート！」手に加わる力の大きさについて考える。 

・力の単位であるニュートンについて説明を聞く。 

・「？課題」ばねを引く力とばねののびには，どのような関係があ

るだろうか。 

・「調べ方を考えよう」どのような調べ方があるか話し合い，発表

する。 

176 思 ○ 

ばねばかりのしくみについて観

察を行い，ばねばかりの目盛り

が一定間隔になっていることな

どに着目して問題を見いだし，

課題を設定している。 

［記述分析］ 

ばねばかりの観察から，ばね

にはたらく力とばねののびの

関係について問題を見いだ

し，課題を設定し，調べ方を

考えて表現している。 

ばねばかりにおもりを1つずつ

つるしていくと，ばねばかりに

どのような変化が起こるか発問

するなど支援する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

【実験 5】力の大きさとばねののびの関係 

・実験 5を行い，ばねにおもりをつるしてのばし，ばねののびと力

の大きさとの関係を調べる。 177 思 ○ 

力の大きさとばねののびについ

て調べる実験を行い，表やグラ

フにまとめて，自分の考えを表

現している。 

［記述分析・行動観察］ 

実験結果から，力の大きさと

ばねののびの変化に規則性が

あることを見いだして，適切

に表現している。 

ばねののびとばねの長さのちが

いに着目するよう，声かけを行

うなど支援する。 

5 

・「基礎操作」グラフのかき方を確認する。 

・「考察しよう」ばねばかりにかかる力の大きさと，ばねののびの

関係について，グラフを分析して解釈し，発表する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

178～179 知 ○ 

実験の測定値をグラフに表して

いる。また，フックの法則につ

いて理解している。 

［記述分析・行動観察］ 

実験の測定値をグラフに正し

く表している。また，フック

の法則について適切に説明し

ている。 

自分のグラフと，ほかの生徒の

グラフを比較し，共通点や相違

点を見いだすよう指導・助言を

行う。 

6 

第 3 節 力の表し方 

・「レッツ スタート！」毎回同じように消しゴムを動かすための条

件について考える。 

・重力と質量について，P.180 図 1 を参考に，説明を聞く。 

・「？課題」物体にはたらく力は，どのように表すことができるだ

ろうか。 

・「ここがポイント」力を矢印で表現する方法についての説明を聞

き，確認する。 

・P.181 図 3 を参考に，重力を矢印で表す方法について説明を聞

き，「確認」の図にはたらく力を矢印で表す。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

180～181 知 ○ 

物体にはたらく力について，作

用点，力の向き，力の大きさを

理解し，力の矢印を用いて図示

している。 

［記述分析］ 

身のまわりにある力の例をも

とに，さまざまな物体にはた

らく力について，力の矢印を

用いて正しく図示し，適切に

説明している。 

自分の作図と，ほかの生徒の作

図を作用点の位置，矢印の向

き，矢印の長さの3点から比較

するよう指導・助言を行う。 

7 

第 4 節 力のつり合い 

・「レッツ スタート！」P.182 図 1 の綱引きや荷物を持っているよ

うすの写真を見ながら，それぞれにはたらく力について考え

る。 

・「？課題」2 つの力が 1 つの物体にはたらいているのに物体が動

かないとき，2 つの力にはどのような関係があるだろうか。 

【実験 6】1 つの物体にはたらく 2 つの力 

・実験 6を行い，力がつり合っているときの物体の状態や 2力の関

係について調べる。 

182～183 態  

身のまわりで，物体に2つ以上

の力がはたらいているのに，動

かない事例を考えようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりで，物体に2つ以上

の力がはたらいているのに，

動かない事例を考え，発言し

ようとねばり強くとり組んで

いる。 

ボールやばねなど，加わる力の

状態が確認しやすい物体を用い

て，力のつり合うようすを提示

するなど支援する。 

8 

・実験結果や P.184 図 1，図 2 を参考に，力のつり合いの条件につ

いての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

184～185 知 ○ 

つり合いの状態にある物体を観

察し，つり合う2力について図

示している。 

［記述分析］ 

1つの物体にはたらく2力のつ

り合いの条件を理解し，正し

く図示して適切に説明してい

る。 

力の3要素についてふり返りを

行い，つり合う2力について，

力のはたらきの説明を聞くとと

もに作図を行うことで，作用点

の位置などを明確にしていくな

ど支援する。 
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【単元 4】導入観察 身近な地形や地層，岩石の観察 （教科書 P.196～197） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら，身近な地形や

地層，岩石の観察についての基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに，それらの観

察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な地形や地層，岩石の観察について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行

い，地層の重なり方や広がり方の規則性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・身近な地形や地層，岩石の観察に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとす

る態度と，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるよ

うにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら，身近な地形

や地層，岩石の観察についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

身近な地形や地層，岩石の観

察について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験な

どを行い，地層の重なり方や

広がり方の規則性などを見い

だして表現しているなど，科

学的に探究している。 

身近な地形や地層，岩石の観察

に関する事物・現象に進んでか

かわり，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・身近な環境にある地形，地層，岩石について，知っていること

をあげ話し合う。 

 

196～197 態  

生徒の身近な環境にある，地

形，地層，岩石などに興味・関

心をもち，地形，地層，岩石な

どを生徒の生活環境から見いだ

そうとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

生徒の身近な環境にある，地

形，地層，岩石などに興味・

関心をもち，進んで身近な地

形をあげたり，岩石は身のま

わりで容易に見つけられるこ

とを指摘したりしている。 

P.196～197の図を参考に，身近

に似た地形などがないか思い出

すよう助言する。 

2 

【観察 1】 身近な地形や地層，岩石の観察 

・観察 1 を行い，身近な地形，岩石を観察し，その特徴を記録す

る。 

196～197 思  

学校から見える風景の中から，

河川，火山に由来する地形など

を見つけ，その成因を考えよう

としている。また，学校内や学

校のまわりで岩石をさがし，ル

ーペなどを使って観察し，その

特徴から岩石の成因などを見い

だそうとしている。 

[発言分析・行動観察］ 

学校から見える風景の中か

ら，河川，火山に由来する地

形など多様な特徴をもつ地形

があることに気づき，指摘

し，成因を考えている。ま

た，学校内や学校のまわりに

多様な岩石があることにも気

づき，観察から岩石の特徴を

見いだし，小学校の既習事項

をもとに成因などを考えてい

る。 

風景の中から観察対象の具体例

を示し，見つけ方を助言する。 

また，岩石を調べる観点（粒子

の大きさ，色など）を助言し，

岩石の特徴を見いだすよううな

がす。 
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【単元 4】第 1章 火をふく大地 （教科書 P.199～212） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら，火山活動と火

成岩，自然のめぐみと火山災害についての基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに，

それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・火山，自然のめぐみと火山災害について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行

い，地下のマグマの性質と火山の形との関係性，自然のめぐみや火山災害の火山活動のしくみと

の関係性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・火山，自然のめぐみと火山災害に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとす

る態度と，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるよ

うにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら，火山活動と

火成岩，自然のめぐみと火山災

害についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

火山，自然のめぐみと火山災

害について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験な

どを行い，地下のマグマの性

質と火山の形との関係性，自

然のめぐみや火山災害の火山

活動のしくみとの関係性など

を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

火山，自然のめぐみと火山災

害に関する事物・現象に進ん

でかかわり，見通しをもった

りふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしてい

る。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 火山の姿からわかること 

・「レッツ スタート！」火山の写真を見比べて，気づいたことを話

し合う。 

・「？課題」マグマの性質と火山の形にはどんな関係があるだろう

か。 

・「課題に対する自分の考えは？」火山の形がなぜ異なるか，自分

の考えを記述し，話し合う。 

・図 3の石こうを用いた演示実験で，火山の形がマグマのねばりけ

のちがいによることを，図にまとめる。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

199～201 思 ○ 

火山の形の共通点や差異点から

問題を見いだし，火山の形と，

モデル実験を関連づけて考察

し，マグマの粘性のちがいと火

山の形との関係性などを図など

に表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

火山の形の共通点や差異点か

ら問題を見いだしており，火

山の形のちがいが生じる理由

を，石こうのモデル実験と関

連づけて考察した結果から，

石こうはマグマ内のSiO2に相

当するという認識をもち，火

山の形と色のちがいとマグマ

の粘性（SiO2）と色を関連づ

け，それらを図などに表現し

ている。 

火山の形のちがいが生じる理由

が，マグマの粘性のちがいであ

ることを，石こうのモデル実験

における石こうとマグマの粘性

のもと（SiO2）とを関連させる

ことで説明できるように指導す

る。 

2 

第 2 節 火山がうみ出す物 

・「レッツ スタート！」火山からふき出したマグマがどうなるか考

えたことを話し合う。 

・「？課題」火山灰は，どのような物でできているのだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」火山灰がどのようなものか考

え，そのことについて話し合う。 

【観察 2】火山灰にふくまれる物 

・観察 2を行い，火山灰をくわしく観察し，火山灰がどのような物

からできているか調べる。  

202～203 

知  

マグマの粘性のちがいと火山噴

火のようすのちがいを関連づ

け，火山噴出物の多様性を理解

し説明している。 

［発言分析・記述分析］ 

マグマの粘性による火山噴火

ようすのちがいを火山の形と

も関連させて理解し，火山に

よって火山噴出物にちがいが

あることを指摘している。  

火山噴火のようすとマグマの粘

性のちがいとの関連性を見いだ

すことができるように指導し，

火山噴出物について理解をうな

がすように指導する。 

知 ○ 

色合いの異なる火山灰をルーペ

や双眼実体顕微鏡などを用いて

観察し，鉱物の粒の色や形に着

目し，言葉やスケッチで表現し

ている。 

［行動観察・記録分析］ 

火山灰の観察を通して，火山

灰の粒がその色や形のちがい

からいくつかの種類に分類で

きることを指摘しており，マ

グマの粘性が異なる火山灰ど

うしでは色合いが異なってい

ることを指摘している。 

火山灰の観察に関連して，ルー

ペや双眼実体顕微鏡の使い方，

スケッチでの表現の方法などを

指導し，火山灰が異なる種類の

鉱物からなっていることを理解

できるように指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・前時の観察結果について，表にまとめる。 

・火山灰は風に乗って広範囲に広がり，ほぼ同時に降り積もると

いうことを聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

 

204～205 

知  

主要な造岩鉱物を確認し，マグ

マの性質によってふくまれる鉱

物の種類や割合などが異なるこ

とを理解し，表などにまとめて

いる。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

観察結果を表などにまとめ，

同じ鉱物では色や形状など結

晶の形が共通していることを

ふまえ，主要な造岩鉱物を特

徴とともに理解し，火山灰に

よってふくまれる鉱物の種類

や割合が変化することを，色

あい，マグマの粘性との関連

などをあげて説明している。 

主要な造岩鉱物についての理解

が進むように，火山灰の観察に

おける特徴的な鉱物を例に，鉱

物の定義を確実に指導し，マグ

マの性質によってふくまれる鉱

物が異なっていることに気づか

せるように指導を行う。 

思  

火山灰は上空の風と関連しなが

ら広範囲に降る（降灰する）こ

とから問題を見いだし，火山灰

層を用いて地層を比較できるこ

とに気づき，その有用性を指摘

している。 

［発言分析・記述分析］ 

火山灰が広い範囲に降灰する

ことと，上空の風との関連性

があることに気づき，火山灰

の性質が火山（マグマ）ごと

に異なっていることから，離

れた場所の2つの火山灰層が同

じ火山噴火が起源かどうかを

知る手がかりとなることに気

づき，地層対比に用いられる

ことを見いだしている。  

噴火の映像や資料から，火山灰

は上空高くまい上げられ，広い

範囲に降灰することを確認でき

るように指導を行い，広い範囲

に降灰することから，地層どう

しを比べることができる可能性

を指摘できるように指導する。 

4 

第 3 節 火山の活動と火成岩 

・「レッツ スタート！」マグマが冷え固まってできた岩石には，ど

のような特徴があるか，考えたことを話し合う。 

・「？課題」火成岩はさまざまな色やつくりをしている。なぜ，こ

のようなちがいが生じるのだろうか。 

【観察 3】火成岩の観察 

・観察 3 を行い，火成岩を観察し，ちがいや特徴を調べる。 

 

206～207 知 ○ 

火成岩の色やつくりの共通点や

差異点から問題を見いだし，火

山岩と深成岩の結晶や組織のち

がい，深成岩の色のちがいにつ

いて観察を行い，言葉やスケッ

チで表現している。 

［行動観察・記録分析］ 

結晶や組織のちがいをスケッ

チや言葉などで適切に表現し

ており，冷え方のちがいと関

連づけてそのちがいが生じた

ことを推察できており，深成

岩のスケッチ等において有色

鉱物の割合に着目し，表現を

適切に行っている。また，こ

れらの結果を用い，火成岩を

分類する視点をもっている 。 

火山岩と深成岩は，冷え方のち

がいにより結晶や組織にちがい

が生じることをもとに，火山岩

と深成岩の特徴を，観察を通し

てスケッチ等で表現できるよう

に指導する。また深成岩の色の

ちがいが，ふくまれている有色

鉱物の割合のちがいによって生

じていることを深成岩の観察を

通してスケッチ等で表現できる

ように指導する。 

5 

・火山岩，深成岩のつくりについて，特徴とそのでき方を関連づ

けてまとめる。 

・「どこでも科学」ハイポでの結晶づくりを行い，P.112 での結晶

の学習内容と関連づける。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

208～209 思  

火山岩と深成岩の結晶や組織の

ちがい，深成岩の色のちがいか

ら問題を見いだし，観察結果を

もとに，火成岩が組織や造岩鉱

物の割合で分類できること考察

し，マグマの粘性を軸に図や表

を用いて表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

観察結果から，火山岩と深成

岩の成因と組織構造のちがい

について化学領域単元の「結

晶」の知識と関連づけて考察

しており，深成岩の色のちが

いが造岩鉱物の割合によって

生じることについて言及し，

表現している。 

マグマの性質と溶岩の色と造岩

鉱物を関連づけることができ，

火成岩の成因やふくまれている

鉱物の割合で分類できることを

理解し，図や表を用いて表現で

きるように指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

6 

第 4 節 火山とともにくらす 

・「レッツ スタート！」私たちが火山からどのようなめぐみや災害

を受けているか考え，話し合う。 

・「？課題」火山とともにくらすために，大切なことは何だろう

か。 

・「話し合おう」火山のめぐみと私たちの生活とのかかわりについ

て話し合う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

210～212 態 ○ 

火山のめぐみや噴火と災害につ

いて知っていることを話し合う

活動を通して学習過程をふり返

ろうとし，進んで過去の火山活

動について調べたり，火山災害

に対する備えについて調べたり

することを通して，防災意識を

高めようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

火山のめぐみについて進んで

調べ，具体例をあげて述べる

ことができており，火山噴火

と災害について，過去の噴火

や現在の火山活動を進んで調

べるなかで，学習したマグマ

の性質と火山噴火のようすも

関連づけて考察しようとした

り，自治体のハザードマップ

を参照したりして，防災意識

の向上につなげようとしてい

る。 

自分が住む地域の過去の火山活

動やすでに行われている対策に

ついて調べてみるように問題意

識をもたせたり，火山噴火のニ

ュースに興味をもって調べてみ

たりするように指導する。 
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【単元 4】第 2章 動き続ける大地 （教科書 P.213～224） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら，地震の伝わり

方と地球内部のはたらき，地震災害についての基本的な概念や原理・法則などを理解するととも

に，それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・地震，地震災害について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，地震の原因と

地球内部のはたらきとの関係性，地震災害と地震発生のしくみとの関係性などを見いだして表現

する。（思考・判断・表現） 

・地震，地震災害に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と，自然

環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主

体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら，地震の伝わ

り方と地球内部のはたらき，地

震災害についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

地震，地震災害について，問

題を見いだし見通しをもって

観察，実験などを行い，地震

の原因と地球内部のはたらき

との関係性，地震災害と地震

発生のしくみとの関係性など

を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

地震，地震災害に関する事物・

現象に進んでかかわり，見通し

をもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 地震のゆれの伝わり方 

・「レッツ スタート！」地震のゆれ方について生活経験をもとに気

づくことについて話し合う。 

・「？課題」震源で発生したゆれは，どのようにして伝わるだろう

か。 

・「調べよう」人工地震を起こして，ゆれの伝わり方を調べる。 

213～215 知  

地震に関する基礎用語を理解し

ているとともに，地震によるゆ

れの大きさについて，自身の地

震体験，過去に起こった代表的

な地震の被害のようすと比べな

がら震度階級表について理解し

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

震源と震央のちがいや人工地

震の実験などから地下の岩盤

を地震のゆれが伝わることを

理解している。また，過去に

起こった代表的な地震災害の

写真や映像などを見て，その

震度と比べながら震度階級表

の見方を理解している。 

地震のゆれは地下の岩盤でも水

面の波のように伝わることや，

地震体験のカタカタとユサユサ

などのゆれが伝わることなどの

説明を加えたうえで，実際に体

験した地震や地震災害写真の震

度と震度階級表の関係を助言・

指導する。 

2 

【実習 1】地震の波の伝わり方 

・実習 1 を行い，地震のゆれの伝わり方の特徴を調べる。 

・地震計のしくみについてふれ，その記録から地震のゆれには初

期微動と主要動の 2 種類があることを説明する。 

215～216 思 〇 

実習1を行い，震央と時間の差

の記入と震度の色分けができて

おり，地震の波の伝わり方の特

徴について，ゆれ始めの時刻と

震央からの距離との関係性，お

よび震度と震央からの距離との

関係性を見いだして表現してい

る。 

［記述分析］ 

実習1のステップ1，2を適切に

行い，震央と時間の差の記入

と震度の色分けができてお

り，震央から離れるにつれて

ゆれ始めの時刻が同心円状に

遅くなること，および震度が

同心円状に小さくなることを

見いだして表現している。 

実習1の記述状況を確認したう

えで，ステップ1の②10秒，20

秒，30秒の地震のゆれ始めの時

刻の同心円をかく際の案分の考

え方やステップ2の色分けされ

た震度の同心円をかく際の案分

の考え方ができるように助言・

指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・地震の波について，初期微動を伝えるP波と主要動を伝えるS波

の 2 種類があることを説明する。 

・図 2，図 5 を用いて，初期微動継続時間が長くなると震源からの

距離は大きくなる関係にあることを確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

216～217 思 〇 

初期微動継続時間と震源からの

距離の関係性，およびマグニチ

ュードと震度の分布の関係性に

ついて見いだして表現してい

る。 

［記述分析・発言分析］ 

複数の地震計の記録から，初

期微動継続時間が長くなると

震源からの距離が大きくなる

関係であることを見いだして

いる。また，マグニチュード

（記号：M）の異なる2つの地

震における震度の分布図を見

て，Mの大きい地震ほど強い

ゆれが遠くまで広がることを

見いだし表現している。 

図5の上図の初期微動継続時間

（青くぬられた部分）を示し，

図5の下図の新庄，岩泉，いわ

きでのP波とS波の到着時刻をプ

ロットさせたうえで，初期微動

継続時間と震源からの距離の関

係について助言・指導する。 

4 

第 2 節 地震が起こるところ 

・「レッツ スタート！」震央の分布にはどのような特徴があるかを

考える。 

・「？課題」地震は，どのようなところでどのようにして起こるだ

ろうか。 

・「やってみよう」日本付近の震源分布を立体的に見る活動を行

う。 

・「どこでも科学」こんにゃくで地震を感じる活動を行い，断層の

ずれと地震のゆれの発生の関係について理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

218～221 知  

プレート運動と地震の発生の関

係と日本列島付近の震源分布か

ら，浅い内陸型地震とプレート

のしずみこみに沿った海溝型地

震があることを理解していると

ともに，津波は海溝型地震の断

層のずれで発生することを理解

している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

震源分布からプレート境界で

地震が発生し，その原因は境

界部分の岩盤の破壊によるず

れ（断層）であること，地震

は地下の浅いところで起こる

内陸型地震と大陸プレートと

しずみこむ海洋プレートの境

界付近で起こる海溝型地震が

あること，地表付近に見られ

る活断層は内陸型地震であ

り，津波は海溝型地震で起き

ると理解している。 

図2のせっけんを使った破壊実

験やどこでも科学の「こんにゃ

くで地震を感じよう」を再度説

明したうえで，図4の内陸型と

図5の海溝型のしくみのちがい

について助言・指導する。 

5 

第 3 節 地震に備えるために 

・「レッツ スタート！」地震によって何が起きたのか，写真を見て

話し合う。 

・「？課題」地震によって起こる被害を最小限におさえるためには

どのようなことが必要だろうか。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

222～224 態 〇 

土砂くずれ，建物倒壊，津波な

どの地震災害に対する備えの重

要性を理解しているとともに，

進んで過去の地震について調べ

たり，災害に対する備えについ

て調べたりすることを通して，

防災意識を高めようとしてい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

建物の倒壊，土砂くずれ，液

状化現象，津波などの地震災

害が起こることを理解し，地

震と災害について，過去の地

震について調べるなかで，学

習した地震のメカニズムに関

連づけて考察しようとした

り，自治体のハザードマップ

を参照したりして，防災意識

の向上につなげようとしてい

る。 

津波が発生した場合の垂直避難

の重要性，テレビ等の緊急地震

速報の有効性について説明した

うえで，地震が起こった際に想

定される災害と，それに対応す

る行動について再度考えさせて

から助言・指導する。 
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【単元 4】第 3章 地層から読みとる大地の変化 （教科書 P.225～241） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら，地層の重なり

と過去のようすについて基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに，それらの観察・実

験の技能を身につける。（知識・技能） 

・地層の重なりと過去のようすについて，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，

地層の重なり方や広がり方の規則性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・地層の重なりと過去のようすに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする

態度と，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるよう

にする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら，地層の重な

りと過去のようすについて基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

地層の重なりと過去のようす

について，問題を見いだし見

通しをもって観察，実験など

を行い，地層の重なり方や広

がり方の規則性などを見いだ

して表現しているなど，科学

的に探究している。 

地層の重なりと過去のようすに

関する事物・現象に進んでかか

わり，見通しをもったりふり返

ったりするなど，科学的に探究

しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 地層のつくりとはたらき 

・「レッツ  スタート！」どのようにして地層ができるのかを，

P.225 の写真や図 1 などから予想し，話し合う。 

・「？課題」れき，砂，泥はどのようにして地層をつくるのだろう

か。 

・「調べよう」地層のでき方についての実験を行う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

225～227 思  

「調べよう」の結果から，水中

の粒子は，粒の大きさにより水

中でしずむ速さが異なることに

気づき，それにより，海岸から

沖にかけて粒の大きさが異なる

層がつくられることを見いだ

し，表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

「調べよう」の結果から，侵

食，運搬された粒子は，粒の

大きさにより水中でしずむ速

さが異なることに気づき，そ

の結果や既習事項から海岸か

ら沖にかけて粒の大きさが異

なる層がつくられることを，

根拠をもって見いだし，表現

している。 

れきの地層，砂の地層，泥の地

層はれき，砂，泥に分けられ，

堆積してできたものであると助

言し，このことと「調べよう」

A，Bの結果と関連づけるようう

ながす。 

2 

第 2 節 堆積岩 

・「レッツ スタート！」図 1 の岩石の表面の写真を見て，気づい

たことを話し合う。 

・「？課題」それぞれの堆積岩にはどのような特徴があるだろう

か。 

・「観察 4」堆積岩の見分け方 

・観察 4を行い，堆積岩の特徴（粒子の大きさのちがいなど）をま

とめる。 

228～230 思 ○ 

観察から，堆積岩（れき岩，砂

岩，泥岩）の粒子の大きさのち

がいを見いだしており，石灰岩

とチャートに希塩酸をかけたと

きのようすのちがいに気づいて

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

堆積岩（れき岩，砂岩，泥

岩）は粒子の大きさがそれぞ

れ異なり，同じような大きさ

の粒子が集まっていること

を，火成岩のようすのちがい

にも着目しながら説明でき，

石灰岩とチャートに希塩酸を

かけると，石灰岩のみから泡

が出ることに気づき，その成

分について既習事項をもとに

推測している。 

堆積岩を並べて見比べるように

助言する（比較しやすくす

る）。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・「説明しよう」本文のチャートの説明（チャートができる場所）

をもとに，チャートの堆積した環境を推定し，説明する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

230～231 知  

チャートに砂や泥がほとんどふ

くまれない理由を，チャートが

できる場所と関連づけて理解し

ている。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

チャートに砂や泥がほとんど

ふくまれない理由を，チャー

トができる場所や，小さな生

物の殻が堆積してできた岩石

であることと関連づけて理解

している。 

チャートの成因とつくられる場

所について確認し，砂や泥が陸

から供給される粒子は大洋まで

は届きにくいことを助言する。 

4 

第 3 節 地層や化石からわかること 

・「レッツ スタート！」図 1 の地層からわかることを考え，話し合

う。 

・「？課題」地層や化石からどのようなことがわかるだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」地層や化石から，地層が堆積し

た当時のようすを考えて，話し合う。 

・「データからよみとろう」各ステップの観点を参考に，地層の重

なりや化石からよみとれることは何か考え，話し合う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

232～235 

知 ○ 

化石からわかることについて，

示相化石と示準化石のちがいを

理解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

化石からわかることについ

て，示相化石と示準化石の考

え方とそれぞれのちがいを理

解し，それぞれに分類される

主な化石を理解している。 

似た形の生物は，時代に関係な

く同様の生活様式をもっている

はずであるという考え方を助言

する。 

思  

地域の地層にふくまれる化石か

ら地層が堆積した当時の環境

（古環境）の推定を試みること

ができる。 

［記述分析］ 

地域の地層について，それを

つくる粒子の大きさと地層が

堆積する場所（環境）の関

係，地層にふくまれる化石な

どを関連づけて，地層が堆積

した当時の環境（古環境）の

推定を試みることができる。 

図2，図3の化石のいくつかの化

石について，当時のようすの推

定する例を示し，ほかの化石に

ついて考えるよう助言・指導す

る。 

5 

第 4 節 大地の変動 

・「レッツ スタート！」ヒマラヤ山脈で，海に生息していた動物の

化石が見つかるのはなぜか，理由を考える。 

・「？課題」海底でできた地層が見られる山脈や山地は，どのよう

な力でつくられるのだろうか。 

・「資料から考えよう」図 4 や図 5 のような地層がどのようにして

できたか考え，話し合う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

236～237 思 ○ 

海底でできた地層が山脈や山地

になるために，しゅう曲や断層

をつくるような力が加わり続

け，隆起したことを見いだし表

現している。 

［記述分析］ 

海底でできた地層が山脈や山

地になるために，長い時間，

しゅう曲や断層をつくるよう

な力が加わり続け，隆起した

ことをプレート運動による力

と関連づけながら見いだし表

現している。 

地層におす力が加わると変形し

たり，土地が隆起したりするこ

とを助言する。 

6 

第 5 節 身近な大地の歴史 

・「レッツ スタート！」図 1 の地層（れきの層，砂の層，泥の層が

重なっている）から，どのようなことを読みとることができる

のかを考え，話し合う。 

・「？課題」地層から大地の歴史を知るには，どのようなことを調

べてまとめればよいだろうか。 

【観察 5】身近な地層で調べる大地の歴史（計画立案） 

・観察 5の計画立案を行い，地域の大地の歴史について推測する。 

238～239 思  

これまでの学習から，露頭の観

察を行うための方法を考え，露

頭の観察の計画を立案してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

これまでの学習から，地層を

観察することで，どのような

ことがわかるかを確認し，露

頭の観察を行うための方法や

まとめかたを考え，観察の計

画を立案している。 

地層を観察することでわかる，

堆積したときの環境について，

もう一度ふり返るよう助言・指

導する。 

7 

【観察 5】身近な地層で調べる大地の歴史（実施） 

・ステップ 1 を行い，地層のようすをスケッチする。 

・ステップ 2 を行い，地層の特徴を調べる。 

239 態 ○ 

露頭の全体像を把握し，そこか

ら得られる情報（各層の特徴な

ど）を観察にもとづいてスケッ

チで記録し，露頭の観察記録か

ら柱状図をねばり強く作成して

いる。 

［発言分析・行動観察・記述分

析］ 

露頭の全体像を把握し，そこ

から得られる情報を正確にス

ケッチで記録し，各層の特徴

を観察にもとづいて記録して

おり，これまでの学習をいか

し，地層をつくる粒子の大き

さなどに注意しながらねばり

強く作成している。 

露頭の観察の観点を助言・指導

し，一部の層を具体例にして，

柱状図の作成のしかたについて

指導する。 
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時

数 
主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

8 

【観察 5】身近な地層で調べる大地の歴史（実施） 

・ステップ 3 を行い，大地の過去のようすを考える。 

239 思 ○ 

露頭の観察記録をもとに，各層

のでき方（堆積環境）を推定で

きる。また，各層の地層のでき

方を，地層ができた順に並べ，

その地域の環境の変化について

考えている。 

［発言分析・記述分析］ 

これまでの学習と露頭の観察

記録をもとに，各層のでき方

（堆積環境）を推定でき，地

層に化石がふくまれている場

合，その化石からわかること

についても考えている。ま

た，各層の地層のでき方を，

地層ができた順に並べ，その

地域の環境の変化を推定し表

現している。 

1つの層を例に，地層を作るも

の（粒子の大きさ）と地層ので

き方（古環境）が関連付けられ

ていることを示す。異なる層の

重なりは環境の変化を示してい

ることを示し，助言する。 

9 

・「データを読みとろう」にとり組む。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをまとめ，確認

する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認して，考え

たことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し，話し合う。 

240～241 思 ○ 

離れた地点のボーリング試料や

地層の図から，地層の重なり方

を読みとり，既習事項と関連さ

せながら，地下の地層の広がり

方を推定している。 

［発言分析・記述分析］ 

離れた地点のボーリング試料

や地層の図から，地層の重な

り方を読みとり，既習事項と

関連させながら，地下の地層

の広がり方や堆積したときの

環境について推定している。 

地層が連続して広がっているこ

とを確認し，地層をつくる堆積

物の粒子の大きさや地層の重な

り方に着目するよう指導する。 

 

 


